例会の取消
※以下は2016年7月21日時点の情報に基づき作成しております。後日公開される日本語版クラブ定款と若干表現が異なる可能性がございますので予めご承知おきください。正式なクラブ定款が公開され次第内容更新致します。下線部は2016年規定審議会で変更となったクラブ定款の該当箇所です。（2016年規定審議会決定報告書、採択制定案16-21『クラブ例会と出席に柔軟性を認める件』、16-26『例会取消の規定を改正する件』より）
=============================================================================
第7 条 例会と出席に関する規定の例外

本定款の第8 条第1 節、第12 条、第15 条第4 節に従わない規定または要件を細則に含めることができる。そのような規定または要件は、本定款の上記の節の規定または要件に優先する。ただし、クラブは、少なくとも月に2 回、例会を行わなければならない。

第8条　会合
第1節 – 例会
(c) 取消。例会日が一般に認められた祝日を含む国民の祝日に当たる場合、またはその週に一般に認められた祝日を含む国民の祝日が含まれる場合、またはクラブ会員が死亡した場合、または全地域社会にわたって流行病もしくは災害が発生した場合、または地域社会での武力紛争がクラブ会員の生命を脅かす場合、理事会は、例会を取りやめることができる。理事会は、本項に明記されていない理由であっても、1年に4回まで例会を取りやめることができる。ただし、本クラブが3回を超えて続けて例会を開かないようなことがあってはならない。
=============================================================================
【補足】
1) 1年に４回を上限として任意で例会を取りやめることができる。
2) 国民の祝日と同じ週の例会は、クラブの決定により1)の回数制限とは別に休会とすることができる。
3) 大晦日・正月三が日（＝12/31～1/3）、お盆休みと同じ週の例会は、クラブが「一般に認められた祝日」とみなすのであれば2)と同様の考え方ができる。
4) 台風などの自然災害を回避するために採られる休会のご判断は、各クラブに任せられる。休会とした場合、1)の回数制限にはカウントされない。

5) 理由の如何に因らず、例会取りやめは３回連続までは認められるが、４回連続以上は認められない。
6) 『第7 条 例会と出席に関する規定の例外』により、上記1)～5)に沿わない内容であったとしても、クラブ細則に例外規定を設けることによって独自のガイドラインを定めることが出来る。ただし例外を適用して良いのはクラブ定款第8 条第1 節、第12 条、第15 条第4 節の範囲に限定される。
(次ページに続く)
 2016年決定報告書ではそれぞれ第6条と第7条として書かれておりましたが、現在、RIウェブサイトより入手可能となっている英語版の最新クラブ定款を見ると、他の案件との通し番号で整合性を保つため第7条、第8条に繰り上げとなっており、本補足資料もそれに合わせた形で仮表記を行っております。クラブ定款、推奨クラブ細則の日本語版は翻訳中で公開予定日は未定です。
(2016年7月21日更新)
